
科目名 総合英語Ⅰ(Comprehensive English I)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

通年 60 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　池田　晶

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

中学校の内容を復習しつつ、さらに語彙を増やし、基礎的な英語運用力を身につける。
(1) 【読む・聞く】 簡単な物語や説明文を理解したり、図や表から情報を得たり、音声を聞いて、
　　　その内容に関する話や指示を理解することができる。
(2)【話す・書く】　教科書のテーマについて、自分の考えを述べたり、簡単な文章を書くことができる。
(3)【積極的態度】 アクセントや英文の意味のまとまりを意識して、相手に聞こえるように発音・音読できる。

第1学年
制御情報工学科

物質工学科
経営情報学科

履修 2 単位 必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

教科書本文や音声から
完全に内容を理解でき
る。

分からない単語や聞き取
れない音声があっても、
前後関係から、教科書の
内容を理解することが出
来る。

多くのヒントを与えれば、
教科書本文や音声から
内容を理解できる。

教科書本文や音声から
内容を理解できない。

到達目標
②

既習事項を踏まえて、さ
らにそれを応用させて自
分の考えを述べたり、簡
単な文章を書くことがで
きる。

既習事項を踏まえて自
分の考えを述べたり、簡
単な文章を書くことがで
きる。

単語の羅列によって、自
分の考えを述べたり、簡
単な文章を書いたりする
ことができる。

既習事項を踏まえて自
分の考えを述べたり、簡
単な文章を書くことがで
きない。

到達目標
③

アクセントや英文の意味
のまとまりを意識して、相
手に聞こえるようにナ
チュラルスピードの英語
らしい発音で音読するこ
とができる。

アクセントや英文の意味
のまとまりを意識して、
ゆっくりであっても、相手
に聞こえるように英語ら
しい発音で音読すること
ができる。

相手に聞こえるように発
音・音読することができ
る。

アクセントや英文の意味
のまとまりを意識して、相
手に聞こえるように発
音・音読することができ
ない。

学習・教育到達目標 (G) JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 40 40 15 5 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○

汎用的技能
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

○ ○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書 「My Way English Communication I （三省堂）」

補助教材等
「My Way English Communication I ワークブック （三省堂）」、「G-TECステップアップノート（ベネッセ）」、
「Pre Listening Box（啓林館）」

学　習　上　の　留　意　点

【授業態度について】
　「教材を持ってこない」、「私語をする」、「携帯電話を使用する」、「居眠りをする」、「飲食する」、「出席したとしても全く授業に参加しない」、
といった態度や、配布したプリント類を紛失した場合は、自分だけではなく、周りの学生に悪影響を及ぼすので、大幅な減点対象とします。本
の辞書でも電子辞書でも構いませんので、辞書は必ず持参してください。
【勉強の仕方について】
　毎日の積み重ねが大切です。予習と復習にはじっくりと取り組んでください。予習の段階で英文に目を通して分らない単語や難しそうな英
文に見当をつけておいて授業で確認する、という方法を身につけると効率が良いと思います。外国語の学習は自分から学ぶ、という姿勢を
身につけることが大切ですので、分からないことがあったら、授業中でも授業以外でも、気軽に質問してください。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

中学を卒業して高専や高校で使われる英語の教科書を見て、英文がずいぶん長くなっていることに驚いているかもしれませんが、長い英文
であっても、注意深く読んでみれば、中学の時に習ったものが組み合わされて長くなっているということに気づくと思います。キチンと読めるよ
うになるには、授業に積極的に参加して予習・復習の習慣を身に付けてください。難しいことや新しいことに直面することも多いと思います
が、外国語として英語に取り組んでいる教員の私も、そのあたりは学生の皆さんと同じです。実は外国語の勉強は授業に加えて家庭学習を
どれだけ頑張れるかということにかかっています。英語は、学生と教員が、それぞれの立場で新しいことに出会って取り組んで、一緒に成長
することが出来るという魅力的な科目だと思います。皆さんからの質問は、私自身が教員として、皆さんにどのように答えたらよいのかという
ことを考える良いきっかけになりますので大歓迎です。一緒に学んでいきましょう！
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

導入：概要説明
Lesson 1-1 A Story about Names (1)

授業の目的・評価基準・評価方法、教材の確認
・SV, SVOについて理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認

Lesson 2-1 Shoes for a Dream (1) ・SVOCについて理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 2-2 Shoes for a Dream (2) ・SV+that節について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 1-2 A Story about Names (2) ・SVCについて理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 1-3 A Story about Names (3) ・SVOOについて理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

答案返却・テストの反省
Lesson 3-1 Green Roofs (1)

・進行形について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 2-3 Shoes for a Dream (3) ・比較級・最上級について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 1&2 総まとめ Lesson 1&2を振り返り、総復習する。 中間テストに向けて総まと
めノートを作成

中間試験

Lesson 4-1
 Pictures of Funny Moments (1)

・助動詞 can, may について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 4-2
 Pictures of Funny Moments (2)

・受動態について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 3-2 Green Roofs (2) ・現在完了形について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 3-3 Green Roofs (3) ・過去完了形について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 4-3
 Pictures of Funny Moments (3)
期末試験に向けての総まとめ

・「can be動詞 過去分詞」を理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

期末テストに向けて総まと
めノートを作成

期末試験

答案返却・テストの反省 期末テストを振り返りつつ、夏休みの学習について
のアドバイス。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

Lesson 5-3
 Writing System in the World (3)

・不定詞の形容的用法について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 5-4
 Writing System in the World (4)

・It-to構文について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 5-1
 Writing System in the World (1)

・動名詞について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 5-2
 Writing System in the World (2)

・不定詞について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 6-3
 Great Abilities of Pigeons (3)

・関係代名詞 whatについて理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 6-4
 Great Abilities of Pigeons (4)
中間試験に向けて総まとめ

・疑問詞＋to 不定詞について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

中間テストの準備

Lesson 6-1
 Great Abilities of Pigeons (1)

・主格の関係代名詞について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 6-2
 Great Abilities of Pigeons (2)

・目的格の関係代名詞について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

中間試験

期末試験

答案返却・テストの反省
授業アンケート

期末テストを振り返りつつ、次の学年に向けての学
習についてアドバイス。

総　授　業　時　間　数 60 時間

Lesson 7-4 The Power of Words (4) ・分詞構文について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 6&7 総まとめ Lesson 6&7を振り返り、総復習する。 期末試験の準備

Lesson 7-2 The Power of Words (2) ・分詞形容詞（過去分詞）について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

Lesson 7-3 The Power of Words (3) ・分詞構文について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。

テストの返却・反省
Lesson 7-1 The Power of Words (1)

・分詞形容詞（現在分詞）について理解できる。
・新出単語を発音し、使うことが出来る。

次回の授業の単語調べと
本文確認。各自でワーク
ブックや問題集に取り組
む。


